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緑の地球新聞

防
砂
防
風
林
が
出
来
つ
つ
あ
る

中
国
東
陽
山
緑
化
事
業

―
２
０
２
１
年
活
動
状
況
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
―

「
中
国
東
陽
山
緑
化
事
業
」
は
、
緑
の
地
球
防
衛
基
金
と
中
国
・
陝
西
省
楡
林
市

横
山
県
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
造
林
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
８
年
間
、
陝
西
省
東
陽
山
の
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
に

１
万
９
３
３
株
の
植
林
を
実
施
し
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
本
稿
は
２
０
２
１
年

度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
で
す
。

陝
西
省
は
中
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、省
都
は
西
安
（
か
つ
て
中
国
の
政
治
、

経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
長
安
の
都
）
で

す
。
植
林
現
場
の
あ
る
楡
林
市
は
、
陝
西

省
最
北
部
に
位
置
し
、
西
安
か
ら
飛
行
機

で
約
１
時
間
か
か
る
遠
隔
地
で
す
。

気
候
条
件
は
厳
し
く
、
例
年
、
夏
の
最

高
気
温
33
度
、
冬
の
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス

１
．
植
林
場
所
の
気
温
と
降
雨
量

20
度
、
年
間
降
雨
量
約
５
０
０
㎖
の
半
砂

漠
地
で
す
。
２
０
２
１
年
１
月
か
ら
２
２
年

４
月
ま
で
の
16
か
月
間
の
雨
量
は
、
例
年
に

比
べ
て
極
度
に
少
な
く
約
４
５
０
㎖
程
度

に
止
ま
り
、
昨
年
比
80
㎖
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、２
０
２
１
年
の
気
温
は
、最
高
38
度
、

最
低
マ
イ
ナ
ス
25
度
に
達
し
、
樹
木
の
成

長
に
は
極
め
て
厳
し
い
環
境
で
し
た
。

（
１
）
樟
子
松

樟
子
松
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１ 

７
年
ま
で
の
５
年
間
、
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
に
、
６
，
４
８
０
株
（
補
植
を
含
め
る

と
７
，２
７
０
株
）
が
植
林
さ
れ
ま
し
た
。

樟
子
松
は
、
別
名
「
蒙
古
ア
カ
マ
ツ
」
と

も
称
さ
れ
、
楡
林
市
横
山
県
の
砂
漠
区
造

林
に
お
け
る
重
要
な
樹
種
で
す
。

現
地
は
近
年
砂
漠
化
が
進
み
、
中
国
の

「
防
砂
防
沙
」
の
重
点
都
市
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
植
林
は
、
防
砂

防
風
林
と
し
て
、
水
と
土
の
保
持
、
空
気

の
浄
化
、
環
境
美
化
な
ど
多
く
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

樟
子
松
の
成
長
は
順
調
で
す
。
植
林
場

所
の
気
温
や
降
雨
量
は
、
樹
木
の
成
長
に

は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
樟
子
松
の
平
均

樹
高
は
２
ｍ
30
㎝
、
樹
幅
は
１
ｍ
20
㎝
に

達
し
、
防
砂
防
風
林
と
し
て
水
土
保
持
、

空
気
の
浄
化
、
環
境
改
善
な
ど
の
面
に
お

い
て
効
果
を
生
み
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
樟
子
松
は
、
横
山
区

古
水
村
村
民
委
員
会
に
お
い
て
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

2013～2015年に植林した樟子松①。現地職員（身長
170㎝）と比べると生育状況が分かります

２
． 

植
林
し
た
樟し
ょ
う
子じ

松ま
つ

と
ク
ル
ミ

の
成
育
状
況

中国陝西省の地図（省は日本の都道府県に相当します）。
楡林市はこの陝西省最北部に位置する行政区です

西安

楡林市

2013～2015年に植林した樟子松②
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（
２
）
ク
ル
ミ

ク
ル
ミ
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２

０
年
ま
で
の
３
年
間
、
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
に
、
４
，
４
５
５
株
（
補
植
を
含
め
る

と
５
，
２
０
５
株
）
が
植
林
さ
れ
ま
し
た
。

「
ク
ル
ミ
」
は
、
耐
寒
性
、
耐
干
魃
性
に

優
れ
た
特
長
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
果

実
の
市
場
価
格
も
高
く
、
楡
林
市
が
近
年

普
及
に
注
力
し
て
い
る
経
済
樹
林
で
す
。

現
地
に
経
済
収
益
を
も
た
ら
し
、
住
民
の

生
活
水
準
を
高
め
る
と
の
期
待
か
ら
、
中

国
側
は
高
い
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
春
、
ク
ル
ミ
の
平
均
樹
高

は
１
ｍ
20
㎝
、
樹
幅
は
80
㎝
に
達
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
２
０
２
１
年
春
以
降
に

寒
さ
が
ぶ
り
返
し
た
こ
と
が
ク
ル
ミ
の
生

育
に
大
き
く
影
響
し
、
現
時
点
で
成
長
に

ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
ク
ル
ミ
の
木
は
現
地
の
村
民
（
22
世

帯
）
が
管
理
し
て
お
り
、
管
理
経
験
の
不

足
も
影
響
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
技

術
指
導
を
続
け
て
行
き
た
い
旨
の
報
告
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ル
ミ
の
木
の
収
穫
は
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
１
年
に
は
30
％
の
ク
ル
ミ

の
木
が
実
を
結
び
、
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ク

ル
ミ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
益
は
人

民
元
２
，
０
０
０
元
相
当
（
日
本
円
約

３
万
９
千
円
。
１
元
＝
１
９
・
６
３
円
換

算
）
に
止
ま
り
ま
し
た
。
中
国
側
か
ら
、

ク
ル
ミ
が
経
済
林
と
し
て
よ
り
大
き
な
経

済
収
益
を
上
げ
る
よ
う
、引
き
続
き
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
政
府
と
住
民
か
ら
は
、
本
件
植
林

事
業
に
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
中
が
協
力
し
て
造
成
し
た
林
が
、

今
後
長
き
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た
防
砂

防
風
効
果
と
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う

見
守
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

３
． 

本
件
植
林
事
業
の
評
価
、

　
　

今
後
の
対
応

環
境
省
は
、
本
年
４
月
、
２
０
２
０
年

度
の
我
が
国
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
確
報
値
）」
を
公
表
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
」は
11
億
５
，０
０
０
万
ト
ン（
Ｃ

Ｏ
２
換
算
）
と
な
り
、
２
０
１
４
年
度
以

降
７
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。
過
去
最

大
値
を
記
録
し
た
２
０
１
３
年
度
の
14
億

８
０
０
万
ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
比
較

す
る
と
、
18
．４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
の
「
森
林
等
の

吸
収
源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」
は
４
，
４

５
０
万
ト
ン
で
し
た
。
前
述
し
た
「
総
排

出
量
」
か
ら
、
さ
ら
に
「
森
林
等
の
吸
収

源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」
を
差
し
引
く
と

11
億
６
０
０
万
ト
ン
と
な
り
、
２
０
１
３

年
度
比
21
．５
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
減
少
し

た
要
因
と
し
て
は
、省
エ
ネ
、再
エ
ネ
（
太

陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

導
入
の
広
が
り
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
起
因
す
る
製
造
業

の
生
産
量
の
減
少
、
旅
客
及
び
貨
物
輸
送

量
の
減
少
等
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
減
少
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
目
標
は
、
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３

年
度
比
46
％
削
減
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
と
の
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
口
環
境

大
臣
も
、「
２
０
２
０
年
度
の
減
少
は
コ

２
０
２
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス 

排
出
量
（
確
報
値
）
は
11
億 

５
，
０
０
０
万
ト
ン

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

２
０
３
０
年
度
の
46
％
削
減
は
決
し
て
簡

単
で
は
な
く
、
も
う
少
し
頑
張
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
旨
、
発
言
し
て
い
ま
す
。

背後の砂漠地に対して防砂防風林として成長しつつあ 
 ります

砂漠地でも順調に成長しているクルミの木
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我が国の温室効果ガス総排出量の推移　（出典：環境省）
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リ
ー
ト
の
建
築
物
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る

事
へ
の
挑
戦
で
し
た
。
そ
し
て
常
温
で
の

ガ
ラ
ス
の
液
体
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
今

で
は
液
体
ガ
ラ
ス
は
、
多
く
の
建
築
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
塩
田
氏
は
そ
れ
で
は
満
足
し

ま
せ
ん
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に
一
〇
〇

年
長
持
ち
す
る
素
材
、
が
テ
ー
マ
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
第
四
段
階
で
す
。

そ
し
て
第
五
段
階
、
奥
様
の
手
料
理
の

お
で
ん
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
ガ
ラ
ス
溶
剤

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
お
で
ん
の
旨
さ
は
味

を
吸
わ
せ
た
具
に
あ
る
、
と
気
づ
い
た
の

で
す
。
含
水
率
四
〇
～
八
〇
％
の
生
木
を

摂
氏
八
〇
～
九
〇
度
の
お
湯
に
入
れ
る
、

す
る
と
木
材
の
中
の
油
脂
と
結
合
水
は
失

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
水
と
空
気
だ
け
が
抜

け
ま
す
。
そ
こ
に
液
体
ガ
ラ
ス
を
注
入
す

れ
ば
木
材
の
香
り
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

欠
点
で
あ
る
割
れ
、曲
り
、反
り
も
な
く
、

白
蟻
食
害
、
棘
、
さ
さ
く
れ
も
防
止
で
き

る
の
で
す
。
ガ
ラ
ス
溶
剤
を
塗
装
し
た
木

材
は
、
変
色
も
色
あ
せ
も
な
く
、
火
に
強

い
素
材
に
変
身
す
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
ガ
ラ
ス
溶
剤
に
よ
る
木
材

の
改
質
が
実
現
し
ま
し
た
。
七
二
歳
の
塩

木
は
燃
え
る
、
と
い
う
固
定
観
念
を
覆

し
“
燃
え
な
い
”
木
材
を
創
り
出
し
た
塩

田
政
利
さ
ん
。
御
年
八
五
歳
で
す
。
開
発

に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
七
二
歳
。
そ
の
開

発
物
語
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
国
土
の
六
八
％
は
森
林
。
世
界

第
三
位
の
森
林
国
な
の
に
、
自
給
率
は
わ

ず
か
三
〇
％
。
戦
後
の
森
林
資
源
保
護
と

防
災
の
た
め
の
木
材
利
用
抑
制
政
策
、
木

材
の
輸
入
規
制
の
廃
止
、
な
ど
に
よ
っ
て
豊

富
な
国
内
の
森
林
資
源
は
丈
夫
な
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
海
外
か
ら
の
安
価
な
木
材
が

主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
重
要
な
木

材
資
源
を
生
か
し
た
い
と
い
う
の
が
、
半

世
紀
に
わ
た
る
塩
田
氏
の
願
い
で
す
。

■ 

一
〇
〇
年
以
上
生
き
抜
く
素
材
づ
く
り

に
挑
戦

仕
事
の
出
発
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
し

た
。
日
本
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
、

建
築
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
木
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
へ
と
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
九
六
四
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会

社
の
設
立
に
参
加
、
七
二
年
に
は
常
務
取

締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
寿
命
は
五
〇
年
と
い
う
事
を
知

り
、
こ
れ
で
は
国
土
の
活
性
化
は
で
き
な

い
、と
八
一
年
、会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
が
短
い
の
は
、
水

と
混
ぜ
て
作
る
た
め
、
乾
く
と
内
部
に
隙

間
が
で
き
、
そ
こ
に
塩
分
や
酸
が
混
じ
っ

た
雨
水
が
浸
透
し
、
老
朽
化
が
進
む
た
め

で
す
。

建
造
物
の
長
期
耐
久
化
を
テ
ー
マ
に
、

半
年
か
け
て
世
界
を
旅
し
た
の
が
第
二
段

階
。
問
題
を
解
決
す
る
技
術
的
発
見
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
ロ
ー
マ
の
石
畳
が
大
き

な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
石
畳
は
千
年

を
経
て
も
、
轍
が
残
っ
て
い
る
だ
け
。
あ

と
何
百
年
も
長
持
ち
す
る
「
石
」
し
か
な

い
、
が
結
論
で
し
た
。

第
三
段
階
は
、
石
の
成
分
の
石
英
を
原

料
に
し
た
丈
夫
な
素
材
が
ガ
ラ
ス
だ
と
気

づ
き
、
ガ
ラ
ス
を
液
体
化
し
て
コ
ン
ク

（
グ
リ
ー
ン
・
エ
ッ
ジ
シ
リ
ー
ズ
）

奇
想
天
外
な
技
術
革
新　
―
燃
え
な
い
木
材
づ
く
り

�

※
エ
ッ
ジ
＝
最
先
端
の
意
。
最
先
端
の
情
報
を
シ
リ
ー
ズ
物
で
提
供
し
ま
す

燃えない木材づくりに挑戦し続ける塩田政利氏

ササクレ
防止

木の
自然香

液体ガラス改質木材

マイナス
イオン

トゲ防止
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田
氏
は
、
一
九
八
七
年
に
創
設
し
た
株
式

会
社
日
興
を
息
子
に
譲
り
、二
〇
一
〇
年
、

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

木
材
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な
付

加
価
値
を
創
造
す
る
技
術
開
発
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
会
社
で
す
。

■ 

素
材
を
生
か
し
つ
つ
付
加
価
値
を
創
り

出
す

仕
組
み
は
「
木
材
の
内
部
に
ガ
ラ
ス
を

含
侵
処
理
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
然
呼
吸
機

能
や
湿
度
調
整
機
能
を
保
っ
た
ま
ま
木
材

の
強
度
を
高
め
、
防
腐
・
防
蟻
の
効
果
を

発
揮
」（「
ニ
ッ
コ
ー
液
体
ガ
ラ
ス
」）す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。「
木
材
の
持
つ
「
呼

吸
す
る
」「
調
湿
効
果
」
を
生
か
し
つ
つ
、

改
質
し
て
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造
す

る
」（
前
出
）
と
い
う
技
術
革
新
を
成
功

さ
せ
た
の
で
す
。（
３
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）

液
体
ガ
ラ
ス
に
よ
る
改
質
に
よ
っ
て
、

木
材
資
源
の
有
効
活
用
が
進
め
ば
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
環
境
・
生
態
系
の
保
全
、

モ
ノ
の
長
持
ち
等
々
、
二
一
世
紀
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
も
大
い
に
貢
献
し
ま
す
。

こ
の
技
術
を
使
っ
た
建
造
物
は
、
Ｊ
Ｒ

山
手
線
「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
駅
」、
珈

琲
チ
ェ
ー
ン「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」店
舗
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
小
渕
沢
駅
舎
、浅
草
浅
草
寺
、

都
電
荒
川
線
「
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
」
停

留
所
、
公
園
の
木
製
階
段
な
ど
の
公
共
の

場
所
、
神
社
・
仏
閣
、
そ
し
て
個
人
住
宅

の
外
壁
、フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、デ
ッ
キ
等
々
、

幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
燃
え
な
い
木
材
を
つ
く
る
」と
の
固

定
観
念
・
既
成
概
念
を
覆
す
技
術
革
新
は
、

あ
き
ら
め
な
い
、信
念
を
貫
く
、好
奇
心
旺

盛
の
七
〇
代
の
塩
田
氏
が
実
現
し
ま
し
た
。

「
森
林
保
護
に
も
貢
献
す
る
」
と
、

八
〇
代
半
ば
の
塩
田
氏
は
今
も
現
役
で
意

気
軒
高
で
す
。

　
（
文
責
：
緑
の
地
球
防
衛
基
金
福
田
理
事
。

塩
田
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
カ
タ
ロ
グ
「
ニ
ッ

コ
ー
・
液
体
ガ
ラ
ス
」「
木
材
資
源
革
命
」「
な
ぜ

生
き
る　

関
東
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
基
に
）

一
柳
清
美
、
乾
聖
陽
、
慶
田
紫
都
子
、
岡

本
純
子
、
川
越
稔
、
小
林
勇
武
、
渋
間
尚

子
、
竹
村
カ
ズ
イ
、
太
刀
川
忠
良
、
谷
口

昌
子
、
中
泉
亜
紀
、
中
野
寿
人
、
長
屋
隼

斗
、
長
谷
川
ひ
ろ
こ
、
羽
生
佳
代
子
、
福

田
順
子
、
藤
本
豊
、
三
浦
一
正
、
米
津
静

香
、
渡
辺
英
夫
、
匿
名

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
３
月
16
日
～
６
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
ミ
ラ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
緑
の
会
、

㈱
ミ
ル
ッ
ク
ス
関
東
機
材
セ
ン
タ
ー
・
㈱

ミ
ル
ッ
ク
ス
本
社
機
材
セ
ン
タ
ー
、
㈱
守

谷
商
会
名
古
屋
支
店
、
横
浜
家
庭
裁
判
所

小
田
原
支
部

磯
部
義
孝

虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
㈱
乗
馬
ク

ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、幅
田
博
樹
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
松
本
秀
勝
、
三
井
貞

夫
、
森
口
修
、
守
屋
森
次
、
安
永
ミ
ワ
ヨ
、

山
本
和
広
、
渡
邉
公
伸

新
入
個
人
会
員

（
３
月
16
日
～
６
月
15
日
敬
称
略
）

新
入
法
人
・
団
体
会
員

（
３
月
16
日
～
６
月
15
日
敬
称
略
）

寄
付
協
力
者

（
３
月
16
日
～
６
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
朝
日
工
業
社
、
安
藤
産
業
㈱
、
㈱
伊
予

銀
行
、
宇
佐
な
が
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
オ
ー
ク
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

㈱
、
㈱
奥
村
組
、
カ
ク
ケ
イ
㈱
、
片
山
鋲

螺
工
業
㈱
、
金
森
産
業
㈱
、
㈳
北
広
島
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
共
和
食
品
㈱
、
近
畿

容
器
㈱
、
㈱
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
グ
ン
ゼ

物
流
㈱
宇
都
宮
物
流
セ
ン
タ
ー
、
㈱
さ
く

ら
工
業
所
、三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、シ
ー

キ
ュ
ー
ブ
㈱
、清
水
建
設
㈱
名
古
屋
支
店
、

新
光
電
気
工
業
㈱
、
㈱
杉
山
チ
エ
ン
製
作

所
東
京
支
店
、
生
長
の
家
白
鳩
会
東
京
第

二
教
区
連
合
会
、
㈳
袖
ヶ
浦
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
大
成

建
設
㈱
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
推
進
本

部
、
大
成
建
設
㈱
横
浜
支
店
、
高
千
穂
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、「
小
さ
な
親
切
」
運

動
愛
媛
県
本
部
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動

山
口
県
本
部
、
㈱
千
代
田
組
、
㈱
ツ
ー
ワ

ン
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
グ
ル
ー
プ
、
東

京
少
年
友
の
会
、
東
洋
熱
工
業
㈱
、
戸
田

建
設
㈱
、
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
愛
知
㈱
、
㈶
豊

橋
善
意
銀
行
、
㈲
西
甚
パ
ー
ル
、
ニ
ッ
パ

ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、　

日
本
科
学
飼
料
協

会
、日
本
フ
ル
ハ
ー
フ
㈱
、㈱
ハ
シ
モ
ト
、

㈳
八
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
立
建
機

日
本
労
働
組
合
、
日
立
建
機
労
働
組
合
本

社
支
部
、
㈱
藤
井
合
金
製
作
所
、
富
士
通

㈱
、
富
士
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
労
働
組
合
横
浜

支
部
、
㈱
松
村
組
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱
、

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
３
月
16
日
～
６
月
15
日
敬
称
略
）

（一社）

使用済み切手等売上表（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 247,452 円

未使用／書き損じハガキ 1,850 円

外国コイン＆紙幣 400 円

合　　　　　計 249,702 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

役
員
の
改
選
と

　

大
石
理
事
長
の
再
任

　

緑
の
地
球
防
衛
基
金
の
評
議
員
会

が
６
月
23
日
に
開
か
れ
、
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
理
事
５
名
】

大
石
正
光
（
再
）、
友
田
博
通
（
再
）、

日
吉
尚
孝
（
再
）、
福
田
順
子
（
再
）

奥
井
俊
二
（
新
）

　

ま
た
、
６
月
27
日
に
新
理
事
会
が

開
か
れ
、
大
石
正
光
理
事
が
理
事
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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